
一般財団法人市川市福祉公社  

令和 8 年度 第 1 回 介護・医療連携推進会議 議事録 

 

1. 日 時： 令和 8 年 8月 20 日（木）  13 時 30 分～14 時 30 分 

2. 場  所： アイ・リンクルーム 第１会議室 

3. 出席者： 16 名 

 

〔委 員〕  

議長 村尾 薫    委員 

委員 篠塚 里恵   委員 

松野 大樹   委員 

 工藤 茂    委員 

以上 委員 4 名 

 

〔オブザーバー〕 

 市川市福祉部介護保険課        飯沼  様 

高齢者サポートセンター市川第二    本田  様  

高齢者サポートセンター真間      久村  様 

 高齢者サポートセンター菅野・須和田  笹田  様 

 高齢者サポートセンター菅野・須和田  佐藤  様 

高齢者サポートセンター八幡      平川  様 

高齢者サポートセンター信篤・二俣   小澤  様 

高齢者サポートセンター大柏      五十嵐 様 

SOMPO ケア地域サービスセンター市川八幡 栖原 様 

 

                          以上 オブザーバー 9 名 

 

〔事務局〕 

 ・当該事業・管理者           

西部・巡回ヘルパーステーション   西田 賢二 

・当該事業・計画作成責任者    

西部・巡回ヘルパーステーション係長 馬場 晃弘 

西部・巡回ヘルパーステーション   富塚 公晴 

    

 

                         以上 事務局 3 名 

 

 

 

 

 



■ 次 第 

（1）事務局より資料の説明を行う 

・令和 8年度 第 1 回 介護・医療連携推進会議資料 

・利用者一覧 

（2）西部・巡回ヘルパーステーション 馬場より挨拶 

（3）委員・オブザーバーのご紹介 

（4）事務局紹介 

（5）議長・副議長の選出 

 

●サービス提供等状況報告・相談受付状況について 

(事務局) 

・資料に沿い令和 8年 1月～6 月のサービス提供等状況、相談状況を報告した。 

 

〇意見・質疑応答 

・相談件数が 4件で減少しているのでしょうか、また展開として問題ないのでしょうか？ 

⇒定期巡回の他に、訪問介護、夜間対応型訪問介護、居宅支援のサービス提供を行ってお

り、現在の職員体制と利用状況を考慮し積極的な営業活動は行えておりません。 

・訪問介護、夜間対応型訪問介護と組み合わせサービスを提供しておられますが、今後の

展開をどの様にお考えになっているのでしょうか？ 

⇒今年度で夜間対応型訪問介護が終了し定期巡回 3に移行されるとのことで、現在、法制

度を注視し、どのような形が良いのか検討しているところであります。 

 

●事例報告 

(事務局) 

・資料に沿い利用者の事例報告を行った。 

 

〇意見・質疑応答 

・どの様に訪看との情報共有を行っていたのでしょうか？ 

⇒連携ノートを作成し、訪問した看護師やヘルパーが情報を共有できるように訪問時に記    

 録を残しました。また必要に応じ電話で看護師へ報告なども行っています。 

・訪問介護、定期巡回とどちらの強みもあり、その時に応じ適したサービスの提供が出来   

 た分りやすい事例だと思いました。定期巡回の良さをもっと知って頂ければ、サービス 

 提供も広まるのではないでしょうか 

⇒公社の特色である夜間対応型訪問介護があるので、当初の利用として訪問介護、夜間対 

 応型訪問介護を提供していました。サービス内容がオムツ交換のみとなり、またご家族 

 の希望する時間に臨機応変に対応できる定期巡回に移行したことで、状況に応じたサー 

 ビス提供が出来たのではないかと思っています。 



 

・医療との連携について情報共有を円滑に行えるツールとしてバイタルリンクがありま  

 す。市川市ではバイタルリンクを推奨されていますが、導入について検討はされてます  

 か？ 

⇒訪問時、タブレットに記録を行っておりますが、情報共有できるものではありません、 

 持ち帰り検討させて頂きたく思います。 

 

●フィードバック 

(事務局) 

・資料に沿い前回事例報告において相談させて頂いていた件の報告を行った。 

 

〇意見・質疑応答 

・引き続き医療との連携を図り情報共有を密に行ってもらえたらと思います。 

・医療より概ね下剤のコントロールは出来てきているのではないかと思います。 

  ご主人の認知力の低下も見られるところもあるので今後も引き続きご主人を労いながら                                      

  声掛けしてもらえたと思います。 

 

●その他意見 

・同じ定期巡回を提供している事業より、大変ニーズのあるサービスであると思いますが、 

 定期巡回を知らない介護従事者もいるので、定期巡回を広めて行かないといけないと感じ     

 ています。その為にケアマネージャーに対しての勉強会なども行えたらと思っています。 

・高齢者サポートセンターでも勉強会は行っているので、もっと色々な方にも知ってもらえ   

 るようにしていきたいと思いました。 

・高齢者サポートセンターとして居宅支援事業所のケアマネージャーの後方支援という事  

 も行っているのでこの機会に情報交換を行っていきたいと思いました。 

 

 

■ 閉会 

 閉会にあたり富塚より挨拶 

・次回介護医療連携推進会議予定 令和 8年 2月中旬を予定としている。  

                                   以上 

 

                    文責：市川市福祉公社  

                    西部・巡回ヘルパーステーション   富塚 


